
令和６年度 各派代表者会議概要 

 

日 時 令和６年１０月１６日（水）  9：30 ～ 9：50 

場 所 議会応接室 

出 席 者 

【議員】 

呉屋等議長、伊波一男副議長、石川慶議員（絆輝クラブ）、山

城康弘議員（政進会）、岸本一德議員（公明党）、知念秀明議

員（共生の会）、上里広幸議員（和みクラブ）、宮城政司議員

（結・市民ネットワーク）、宮城優議員（マブイ）、我如古盛

英議員（じのーんの風立憲・社民）、棚原明議員（広報広聴委

員長） 

【議会事務局】  

仲村厚子（議会事務局長）、當山全盛（次長）、平田駒子（議

事担当主幹）、国頭由希子（総務係長） 

協 議 等 事 項 

報告事項 議会だよりに関する説明事項について 

連絡事項 議員研修会（10/21南城市）の送迎バス乗車希望 

者について 

その他（事務局からの連絡事項） 

 

会 議 概 要 

 

報告事項 議会だよりに関する説明事項について 

（事務局説明） 

  ・Ｒ６年６月定例会における一般質問に関する議会だより 

  （９月９日発行）の発行において、お一人の議員の一般 

質問の記事の内容が当該議員の了解を確認が得られてい 

ない状況で確定したことについてお詫びしたい。 

 ・次回の議会だよりの発行の際、当該部分の訂正記事を掲 

載することの提案をしたい 

 ・今後の再発防止策として、全議員に対し、校正後（修正 

案）の確認の徹底と承諾を得たかのチェック体制を強化 

すると同時に、事務局において校正方法をマニュアル化 

し共有したい。 

（岸本議員） 

 ・これまでの事務局の校正作業に感謝。不満はない。むし

ろ議員の方で記事原稿を早めに提出するとか、事務局に

負担がないように配慮する必要があるのではないか。 

（議長） 

 ・今回の件とは別に、これまで議員の方で原稿の締め切り

に間に合わせられなかったケースもあるのか。 



（事務局） 

 ・提出期限に遅れたケースはある。 

（石川議員） 

 ・以前は事務局で原稿を作っていたが、改選後の広報広聴

委員会において議員が作って事務局が校正することにル

ールを変えたという経緯がある。それが事務局の負担に

なっているのではないか。もっとゆとりをもって作業で

きる環境に変えるべきではないかということと、今回の

件に関する事務局と当該議員との連絡の仕方、意思疎通

について何らかの齟齬があったのか確認したい。 

（事務局） 

 ・連絡体制については、ラインワークスが基本だが、メー

ルを希望する議員もおり、今回は事務局としてはメール

を送った認識であったが、送った形跡が確認できなかっ

たため、漏れていたことは間違いない。 

（議長） 

 ・印刷物として出した原稿を確認する場合には、原稿を出

した議員本人に送らなければならない。送った後に見て

いなかった場合、議員本人の責任であるが、今回は送っ

ていなかったという事務局の落ち度があるので、今後こ

のような漏れがないように、チェック体制もしっかりと

やっていくということである。 

（事務局） 

 ・信頼関係の上で成り立っている業務につき、今回の件が

発生し、申し訳ない。今後二度とないように議員の信頼

を勝ち取るため、頑張ってまいりたい。 

（石川議員） 

 ・基本的には、議員自身で作ろうということもあったので、

事務局を通さずに広報広聴委員会で校正を最後までやら

ないといけないということにならないように、みんなで

気を付けてできればいいと思う。 

（議長） 

 ・本日は、広報広聴委員長も来ており、必要であれば、も

う一度、議会だよりの原稿の作成の仕方等について原点

に戻って勉強会等、おさらいをしてもいいのでは。 

（山城議員） 

 ・石川議員の発言がすべてだと思う。事務局に責任あると

いうことではなく、最終的に議員が確認することが大事



であって、確認が漏れていた場合には議員の責任である

という方向で進めていってはいかがか。先程の事務局の

改善案もいいと思うが、議員一人ひとりが自己責任で校

正まで確認すれば、一番の問題解決になると思う。 

（議長） 

 ・スケジュールがあって校了完結日があるので、その日ま

でに議員本人が事務局に確認する必要があるのでは。 

（岸本議員） 

 ・最終的に議員本人が、校了ですと、サインなり、意思表

示をするということが必要ではないか。 

（議長） 

 ・校了というのは、おっしゃるとおり、原稿の内容を確定

して印刷を決定することである。 

それでは、まだ続きがあるので、進めたい。 

（事務局） 

 ・ただ今、皆様にご配慮いただいた内容も含めて、議事係

に持ち帰り、より良い記事を作成できるようにしたい。 

・もう一件は、別件で 10月定例会に係る議会だよりの記 

事に限り、事務局において作成させていただきたい。 

・理由としては、今回、市議会議員選挙もあり、本来の９ 

月開催が 10月開催となるため、記事の作成期間が２週 

間のみで時間的に余裕がないことから、事務局で作成し 

たいのでご協力願いたい。 

（議長） 

 ・今回は、事務局で作成するということで決定したいので、

各会派所属議員に伝えていただきたい。 

 

＊各派代表者異議なし 

 

連絡事項 議員研修会（10/21南城市）の送迎バス乗車希望 

者について 

（事務局） 

 ・事務局が手配するバスに乗車される議員に対する注意事

項について説明 

 

その他（事務局からの連絡事項） 

 ・令和６年度政務活動費（後期分）振込期日について 

 ・議会ＢＣＰに関する研修期日及び内容について 



  

以上 

 


